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は じ め に

「埼玉県統計グラフコンクール」は、統計グラフの作成を通じて統計への理解と関心を深め
ていただくことを目的として、昭和25年から実施しており、今回で75回目を迎えました。

今回は、県内各地から553人という多くの方々の参加をいただき、408作品の応募がありまし
た。

今年度も、日常生活や社会の中で感じた疑問や課題を出発点として、調査等によって得られた
データをもとに考察する作品が多く見られました。また、身の回りの人について調べるだけでは
なく、国内外のデータを引用して客観性や妥当性などを高めた作品も増えてきています。

この作品集には、応募された作品の中から厳正な審査を経て選定された埼玉県知事賞（１等）、
埼玉県教育長賞（２等）、埼玉県統計協会会長賞（３等）の入賞作品30作品を掲載しています。
この作品集が、今後コンクールに応募される方のよき参考となり、また、県民の皆様が統計グラ
フに親しんでいただくきっかけとなれば幸いです。

最後になりましたが、御応募いただきました皆様方や御指導くださいました方々に深く感謝い
たしますとともに、今後とも統計教育の推進に御協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和8年3月

埼玉県総務部統計課長 福田 和有



このコンクールは全国コンクールの第一次審査を兼ねており、各部門の上位の作品24点を、公益財団法人統計情報研究開
発センター主催の「第73回統計グラフ全国コンクール」に出品した結果、11点が入賞（入選一席2点、入選4点、佳作5点）
しました。

今年度も、家族や給食などの日常的な関心事から、気候変動やスポーツ、社会的な課題まで、身の回りの人から取ったア
ンケート結果や、国内外の調査によって得られたデータをもとにグラフ化して読み解いていくという作品が多く見られまし
た。こうした作品の中で、調べた事柄をまとめるだけでなく、その背景や原因を考察し、自分の言葉でまとめた作品が高い
評価を得ました。特に、誰に伝えたいのか・何を訴えたいのかという目的意識が明確な作品は、見る人の共感を呼び、説得
力のあるものへとつながっていました。

一方、多くの情報を盛り込んでいるものの、グラフを並べて終わりにしてしまっている勿体無い作品もありました。限ら
れたスペースの中で情報の取捨選択をし、グラフ同士のつながりや分析結果を読み手にわかりやすく伝える工夫を大事にし
てほしいと思います。

今後も統計を通して考えを深め、それを分かりやすく伝える工夫を重ねていくことで、より豊かな学びにつながることを
期待しています。

〇審査員
佐孝 春香（埼玉県統計教育研究協議会/さいたま市立美園北小学校教諭 ）、
島田 直也（埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課 指導主事）、 福田 和有（埼玉県総務部統計課 課長）

審査総評

応募・審査結果一覧表

入賞区分（入賞作品数）応募
学校数

応募者
数

応募
作品数

部門
奨励賞
作品数

3等
作品数

2等
作品数

1等
作品数

1311223130第1部（小学1・2年生手描きの部）
1311349362第2部（小学3・4年生手描きの部）
1311259065第3部（小学5・6年生手描きの部）
131188773第4部（中学生の手描きの部）
131120161118第5部（小中学生のＰＣの部）

131189360第6部
（高校生以上の手描き・ＰＣの部）

61866延べ117
実質73

延べ555
実質553408合計

３学校奨励賞

〇応募資格
小学生以上

〇テーマ
自由。ただし、小学校４年生以下の児童の応募は、
自分で観察又は調査をした結果をグラフにしたもの。

〇用紙
B2判（72.8cm×51.5cm）

〇締切日
2026年9月上旬予定

〇問合せ先
埼玉県総務部統計課企画指導担当

（電話:048－830-2312）

第76回埼玉県統計グラフコンクール作品募集

詳しい情報は、埼玉県のホームページ「彩の
国統計情報館」に掲載されています。
（下記二次元コードからご覧ください。）
次回の募集開始は、2026年6月の予定です。

・統計グラフコンクールの概要

・統計グラフのポスターを作ろう

・審査基準とそのポイント
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上尾市立原市小学校
2年 市瀬 琴葉

夏休みに「学校給食歴史館」を訪れたことから関心を広げ

て、身近な給食を題材に調査しています。４月からの４か月

間で使われた食品について、自分の予想とからめながら、調

査結果をいろいろと分類してまとめることができました。

川口市立柳崎小学校
2年 倉橋 尚季

縄跳びという自分の苦手なこと・上達させたいことを題

材にしたことで、こつこつと丁寧に調査ができています。調

査結果のグラフは、１０回の合計や最高回数に分けて、わか

りやすく表せています。１年生の時の記録も生かして、比較

分析したことをしっかりとまとめることができました。

なわとびせいちょうグラフ

あげお市のきゅう食
どんな食ひんが多くつかわれた︖

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

第1部（小学1・2年生の手描きの部）
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新座市立東北小学校 1年 宮﨑 莉希

30年まえとくらべて、
ほんとうにあつくなった︖

YOUはどのおおさかのたべものがすき︖

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

学校法人佐藤栄学園さとえ学園小学校

1年 岸 怜央奈

第1部（小学1・2年生の手描きの部）

戸田市立戸田第一小学校

2年 菱沼 直央

かぞくのうっかり大ちょうさ
―うっかりをへらしタイ―

さいたま市立美園北小学校

2年 岩田 実乃里

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

かぞくのほすうしらべ

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）
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第2部（小学3・4年生の手描きの部）

三郷市立幸房小学校
4年 狩野 華

給食で最も使われる野菜は何かという素朴な疑問から出

発し、得られた内容を整理し、表にまとめて終わりにせず、

なぜそうなっているかといった理由の考察も丁寧に行っ

ています。また、表やグラフの種類や形を工夫して表現す

ることで、調べた内容を効果的に、わかりやすく伝えるこ

とができています。身近な題材を通して、調べてまとめる

ことの楽しさを感じ取ることができる作品です。

学校法人佐藤栄学園 さとえ学園小学校
4年 八木橋 結人

国語の授業で興味をもったことわざについて、６歳から

82歳の111人を対象に実施したアンケート結果を丁寧に

まとめています。「その通りだと思うことわざ」「よく使うこ

とわざ」「好きなことわざ」など、調査項目ごとにグラフの

形や表現を工夫しており、見る人の関心を引く構成になっ

ています。まとめでは、ことわざを意識して使うように

なったという自分自身の変化にも目を向けており、学びの

深まりを感じられる作品です。

ことわざって本当にその通り!︖
111人に聞きました!!

給食で１番出る野菜は何だろう︖

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

全国コンクール入選一席

全国コンクール佳作
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第2部（小学3・4年生の手描きの部）

志木市立宗岡小学校 3年 遠藤 萌詠

子ども１１０番の家あると安心だね︕

夏・みんな大好き♡アイスランキング
〜アイスのひみつをシェアしよ︕〜

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

桶川市立朝日小学校
3年 齋藤 優桜

川口市立柳崎小学校
3年 菅原 栞里

あなたは歩く︖立ち止まる︖
エスカレーターののり方調べ

川口市立芝南小学校
3年 石川 絢花

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

きゅうりの長さと気温と天気しらべ

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

全国コンクール佳作

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）
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新座市立栗原小学校
6年 内藤 環

情報量を欲張らずに整理したうえで、アンケートの結果

を木の葉の中に配置したり、積み上げグラフに小さな折り
鶴を貼り付けるなど、楽しく見られる工夫がされていまし
た。

また、作品の真ん中に虹を配置して内容の区切りとして
活用しつつ、さらに上半分と下半分でそれぞれ色調も整え
てあるなど、とても見やすい作品でした。

新座市立栗原小学校
6年 塩川 七緒

ここ数年の酷暑を題材に、熱中症の多い時間帯や暑さ
指数と熱中症発生率、緊急搬送件数の関係などを詳細
に調べグラフ化するとともに、身近な友人たちの熱中症
対策の聞き取りや実験結果など多彩な情報が盛り込ま
れていました。

細かな棒グラフの一つ一つだけでなく、暑さ指数の表
もすべて色紙の切り貼りで作成するなど、非常に手の込
んだ作品となっていました。

気候変動に具体的な対策を
日本の猛暑と友好な関係を

未来へつなぐ１票を

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

全国コンクール入選

全国コンクール佳作

第3部（小学5・6年生の手描きの部）
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第3部（小学5・6年生の手描きの部）

上尾市立今泉小学校 6年 長島 諄弥

甲子園出場校のグローブ調べ

新堀小学校勢調査

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

新座市立新堀小学校
5年 田川 周

さいたま市立道祖土小学校
5年 仲 ここみ

名探偵カラダ
〜知りたい︕︕
ぼくたちの絶好調〜

新座市立東北小学校
6年 仲 優太
3年 仲 健琉

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

小学５年生の朝ごはんスタイルは︖

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）
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第4部（中学校の手描きの部）

さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 有隅 梨紗

2026年度からの自転車に関する青切符制度に着目し、

身近な交通安全の課題を多面的な視点で捉えようとして

います。自転車レーンの整備状況や事故の実態を調べるだ

けでなく、校内での調査を通して、日常生活の中で自転車

を利用する場面にも目を向けています。自転車レーン整備

の必要性を実感をもって訴えており、ストーリー性に富ん

だ説得力のある作品です。

佐藤栄学園 栄東中学校
3年 石井 友和子

「桐生祥秀選手のように速く走りたい」という自身の願

いを出発点とし、様々なデータをグラフ化することで速

く走るためには何が効果的かといったことを丁寧に考察

しています。考察の場面では、桐生選手のピッチとスライ

ドのバランスに着目して、分かりやすく表現しています。

さらに、ウサイン・ボルト選手にも視点を広げ、自分の体

格や特性に合った方法や課題を見つめなおすことので

きている作品です。

0.01秒の壁に挑む
〜桐生祥秀選手から見る
100m走の速さの秘訣〜

２０２６年度からの青切符
自転車レーンの必要性

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

全国コンクール入選一席

全国コンクール入選
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さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 奥田 奏音

うなぎで乗り切る日本の夏

「見た目で判断してない」って本当︖
〜より良い人間関係を築くために〜

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 田口 花

佐藤栄学園 栄東中学校
3年 阿部 美馨子

持続可能な未来へ
〜エネルギーの新時代〜

さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 片山 陽菜

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

〜見えない相手からの言葉の凶器〜
ネット上の誹謗中傷問題

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

第4部（中学校の手描きの部）
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第5部（小中学生のPCの部）

さいたま市立南浦和小学校
6年 髙橋 岳
4年 髙橋 歩

自宅で飼っている「タガメ」をきっかけに環境汚染へと関

心を広げ、身近に実行できる環境改善策としてゴミ拾いを

9か所で行うなど、実践に基づく実感のこもった作品でし

た。

掲載されたグラフの数は多いのですが、掲載する情報が

過不足なく整理されており、調査活動を含め時間をかけて

丁寧に作成されたことがうかがえました。

さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 柴田 奈緒

頻発する災害に対する不安から、自分の身を守るために

必要なご近所との関係がどうなっているか、現状と理想、

過去からの教訓とそれらを踏まえた考察まで、ストーリー

性のある作品でした。

また、それぞれのグラフの下に考察を配置するなど全体

的に統一感があり、パソコンを使った作品らしい仕上がり

でした。

自助と共助で身を守る
令和のご近所付き合い事情

街が『ゴミ』だらけ
〜ポイ捨てを減らそう〜

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

全国コンクール入選
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蕨市立第一中学校
2年 藤森 愛結、2年 石川 千智、
2年 都丸 寛士、2年 木田 凛花

わたしの生活、大丈夫かな︖
体力テストと比べてみたら…

10円玉の寿命に迫る︕
〜発行年ごとの減少率を考察する〜

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

渋谷教育学園渋谷中学校
2年 清水 綾珠

佐藤栄学園 栄東中学校
3年 王 皓羽

あなたの“眼”大丈夫ですか︖︖

さいたま市立大宮国際中等教育学校
3年 入江 結菜

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

スマホから離れられない︕︖
〜若者のスマホ依存について〜

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

第5部（小中学生のPCの部）
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第6部（高校生以上の手描き・PCの部）

学習院女子高等科
3年 青木 美晄

超高齢社会の日本の現状と将来について、健康・生き

がいをテーマにアンケート結果や公表されている統計資

料を活用し、グラフでわかりやすく表現されています。

それぞれのグラフについている注釈は、読み手にも読み

取りやすい工夫となっています。

一般 髙橋 良和
さいたま市立南浦和小学校
6年 髙橋 岳
4年 髙橋 歩

絶滅危惧種「タガメ」を救いたいという強い思いから、継

続して研究してきた４年目のまとめです。記録・分析を継

続してきたことで、これまでと比較して産卵・孵化に時間

がかかっていることや孵化後に死亡した個体の内訳に変

化があったことが、大変わかりやすく伝わりました。

絶滅危惧種『タガメ』を増やそう
〜４年目の研究〜

日本が向かう人生100年時代
高齢者が輝く日本に

埼玉県
知事賞
（1等）

埼玉県
教育長賞
（2等）

全国コンクール入選

-12-



さいたま市立大宮国際中等教育学校
5年 石倉 柚寧

生成AI×学校教育
生成AIが教育にもたらす影響とは︖

超高齢社会「日本」
高齢社会「スウェーデン」
『高福祉国家「スウェーデン」から学ぶこと』

奨励賞
埼玉県統計教育

研究協議会
会長賞

学習院女子高等科
3年 青木 美晄

さいたま市立大宮国際中等教育学校
4年 井上 結月、4年 清水 結衣

人生１００年時代
シニアに学ぶ
ミドルの生き方

一般 土井 久美子

光が消える、その前に

第6部（高校生以上の手描き・PCの部）

全国コンクール佳作

-13-

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

埼玉県
統計協会
会長賞
（3等）

全国コンクール佳作
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